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第７０回 石川県山林大会

アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興支援事業

概 要 紹 介

令和６年度 林野庁の補助金事業

令和７年度 休眠預金等活用事業

202５年１０月２８日（火）

石川県立音楽堂邦楽ホール

関軒 明宏
(公社)石川県木材産業振興協会 能登ヒバコーディネーター



アテ[档]

✓江戸時代中期から輪島塗の木地のため育成

✓1966年に石川県の「県木」として指定

✓２０２３年に日本森林学会「林業遺産」認定

能登の「アテ林業」と「能登ヒバ」
～能登の歴史・文化を形成し、県民に親しまれてきた世界に誇るべき地域資源～

[特徴①］強度／耐久性・耐湿性・防腐性）

[特徴②]ヒノキチオール／防虫効果、癒し効果

［用途］伝統工芸品、建材、内装、アロマ製品等

能登ヒバ能登ヒバ



能登半島地震・奥能登豪雨の被害と課題

➢ 山腹崩壊・土砂流出等（100箇所以上）、林道等被害（2,000箇所以上）、木材加工流通施設（30箇所以上）の被害

➢ 災害や生活インフラの回復の遅れ等による離職（森林組合では１５名）や災害復旧対応で、出材量は災害前から半減

《能登半島地震・奥能登豪雨の被害》
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《アテ・能登ヒバの潜在的課題》

《能登木材センター市況データ》

◆潜在的な課題

✓出材量が少ない

✓小径木等の価格が低調

➢ アテ・能登ヒバの“特色”を
生かす用途が限定的
（合板等が中心で、スギ等と競合）

➢ アテの再造林が限定的

◆アテの課題

✓初期成長が遅い

✓資源量が少ない

◆能登ヒバの課題

✓節が多い

✓材が捻じれる



① 伝統を学び、引き継ぐ
 「空中取り木」や「択伐林経営」など独自の技術を培ってきた林業遺産「能登のアテ林業」の継承

 伝統的な生業・暮らしと自然が一体となった世界農業遺産「能登の里山里海」の継承

(序文)

能登半島に息づく、自然と共生し、自然の恵みを活かす生業・暮らし「能登の里山里海」は、世界農業遺産にも認定されるなど、国際

的に高く評価されています。

また、能登半島の伝統産業である輪島塗の漆器の木地づくりのために、江戸時代中期から技術体系が確立されてきた「アテ林業・能登

ヒバ」 は、石川県の県木にも指定されるとともに、日本森林学会の「林業遺産」にも登録されています。

人口減少や、地震・豪雨災害という多くの困難を乗り越え、森林・林業・木材産業の再興と地域の活性化を実現するため、私たちは、

地域の誇りであり、先人達が遺した資産であるアテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興ビジョンを宣言し、以下の５つの取り

組みを実践します。

② 木の「個性」や「物語」を活かしたリ・ブランディング
 節や捻じれ、香りなど、能登ヒバの「個性」を活かしたデザインの製品開発

 アテ林業と歴史・文化、能登の復興をつなぐ「新たな物語（ストーリー）」の発信

③ 「森づくり」と「木づかい」の循環を生み出す
 植林、間伐などの「森づくり」と一体で取り組む素材生産・販売の仕組み（バリューチェーン）構築

 小径木、ろうし病被害木などの未利用資源の利活用、付加価値向上による林業の収益力強化

④ 能登に関わる「人の環（わ）」を拡げる
 能登の現状を伝え、関係人口を増やすための情報発信、イベント等での広報活動

 被災地での復興支援活動、木づかい・森づくり活動等を通じた交流の促進

⑤ 地域に寄り添い、継続的に関わる
 地域と共に考え、地域の主体性を尊重しながら、復興に向けた長い道のりを共に歩む

「アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興ビジョン」の策定



「プラットフォーム」の創設と段階的支援策によるイノベーションの促進

➢ 能登森林組合と（公社）石川県木材産業振興協会が連携して、「アテ林業・能登ヒバを活かした創造的プラットフォーム」を設置

➢ 新たな異業種のサプライヤー等の「サポーター」としての参画と、「コーディネーター」等による奥能登地域の事業者・専門家とのマッチング・助言

等を通して、「アテ林業」の持続化・「能登ヒバ」の高付加価値化に資するイノベーティブな製品・技術・マーケティング手法等の開発等を促進

《プラットフォームによる協働のステップ》

「ポータルサイト」の開設・情報発信
（能登の実情/事業者等の想い・取組・課題を紹介）

「サポーター」の登録
（ビジョンに賛同した異業種のサプライヤー等の参画）

「コーディネーター」等によるマッチング
（多様な資源を繋ぎイノベーティブな協働取組を創出）

イノベーティブな新規事業の創出
（新たな製品・技術・マーケティング手法等の開発）
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アテ林業・能登ヒバを活かした
能登の創造的復興を促進



アテ林業・能登ヒバを活かした創造的復興に向けた取組の促進

✓ 「イノベーション・エコシステム」の創出を目指して、段階的・連続的に奥能登地域の事業者を支援策を講じて、「プラットフォーム」のハブ機能を向上

✓ 事業者等も異業種との協働で、新たな製品・技術・マーケティング手法等を開発し、「アテ林業」の持続化・「能登ヒバ」の高付加価値化等を促進
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SDGs・
環境貢献
関心層

建築・
設計業

家具・
建材業

能登半島
復興支援
関心層

生活用品・
雑貨産業

観光・
交流組織

能登地域の
事業者等

森林組合

製材業者

加工業者

製造業者
（漆器産業等）

木材業者

林研グループ

林業事業体

復興支援組織
まちづくり組織

まち
づくり
組織等

マッチング

(A)「アテ林業」の持続化に資する協働取組（例）

取扱量等に応じた

再造林基金への
資金拠出

（アテ林特化の「再造林
支援基金」への拠出）

参加型活動として
コトづくりによる

復興の森づくり
（顧客や従業員参加の
森づくり・ツアー等）

木の個性を活かす
利用と一体の

森林整備協定等
（低質材の高付加価値
化等で所有者に利益還
元する造材・流通）

(B)「能登ヒバ」の高付加価値化に資する協働取組（例）

木の個性を活かす
技術開発等による

新たな製品開発
（低質材の高付加価
値化を図る製品）

物語性を活かす
コトづくりによる

新たな商流開発
（低質材の高付加価値
化を図るｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

トータル体験で

能登ヒバの魅力
の向上

（複数社連携で暮ら
し・空間等を提案）

(C) 能登の関係人口の創出に資する協働取組（例）

アテ林の魅力向上
に資する

森林体験型
サービスの創出
（ツアー・森林浴等）

人材派遣や協定
による協働促進
（地域活性化起業人
で副業人材派遣や
協定で取組促進等）

参画 協働取組

①サポーター
の募集

②ポータルサ
イトでの発信

➢被災地や事業者
の実情等を発信

「イノベーション・エコシステム」の創出と新たな協働取組の創出

③支援体制の拡充 ④事業者間マッチング ⑤リーディング・プロジェクトの実施 ⑥伴走支援 ⑦⑧ツール制作・発信

能登の実情の
情報発信

（各社の媒体や、複
数社連携でのツール
開発による発信）



✓ （公社）国際観光施設協会では、能登半島被災地復興支援委員会を設置して、協会及び会員と連携した創造的復興支援を検討

✓ 2024年８月に視察団を結成し、アテ林業・能登ヒバの現場視察を経て、会員への支援を呼び掛け。2025年２月の「国際ホテル・レストランショー」

では「能登復興支援コーナー」内に能登ヒバ製品等を展示。今後、機関誌や関連雑誌での連載、協会会員等と協働したプロジェクト創出を支援。

【取組事例】（公社）国際観光施設協会（能登ヒバサポーター）

「国際ホテル・レストランショー」展示等

座学 アテ林

木地師 塗師

ゲストハウス 生産者意見交換

2025年２月「復興支援委員会 視察団」視察2024年８月
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「能登ヒバ サポーター」募集！
（アテ林業・能登ヒバを活かした創造的復興サポーター）

https://ate-net.jp/



アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興フォーラムの開催
【アテ林業・能登ヒバを活かした創造的復興サポーター任命】

ィ

令和７年２月２６日(水)

https://ate-net.jp/

TKPガーデンシティPREMIUM
金沢駅西口

８企業・７団体を
サポーターに任命

会場参加者 48名
オンライン 52名
合計 101名

令和７年10月28日現在

能登ヒバサポーター34 社



アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興フォーラムの開催
【アテ林業・能登ヒバを活かした創造的復興サポーター任命】

ィ

令和７年２月２７日(水)

奥能登現地視察 参加者20名

三井のアテ林業モデル林



「能登ヒバサポーター」募集の呼びかけ

NPO法人 森づくりフォーラム（オンライン配信）

ィ

『能登林業の今とこれから』
令和７年６月２０日(金)
輪島市 四十沢木材工芸

※出演者※

能登森林組合 代表理事

亀井 順一郎

石川県木材産業振興協会
能登ヒバコーディネーター

関軒 明宏

㈱奥能登元気プロジェクト

代表取締役 奥田 和也

加賀木材㈱開発部

船本 真美

オンライン参加者
約100名



奥能登の林業・木材産業・漆器産業 視察＆交流会
令和７年７月２５日(金)・２６日(土)

ィ
ハウスあすなろ 林業遺産モデル林

㈱九内製材所 能登森林組合木材加工所



奥能登の林業・木材産業・漆器産業 視察＆交流会
令和７年７月２５日(金)・２６日(土)

ィ

輪島塗製造販売 蔦屋漆器店

曲物木地師 蔵田木工所

参加者 15名



奥能登の林業・木材産業・漆器産業 視察＆交流会
令和７年７月２５日(金)・２６日(土)

ィ

アテの
コンテナ苗作り体験

元祖アテ見学

復興の森づくり
候補地視察



アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興に向けた支援事業

「リーディング・プロジェクト」アイディア提案の募集

ィ



アテ林業・能登ヒバを活かした能登の創造的復興に向けた支援事業

「リーディング・プロジェクト」８つのプロジェクトを選定

ィ



2025年度「マッチング交流会＆現地見学会」の開催
（同時開催：石川県「能登・復興の森づくり」植樹祭、DLT製作実演会）

ィ



「能登ヒバ サポーター」募集中！

https://ate-net.jp/

ご清聴ありがとうございました。
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